
 

ハニー・ヒラール元高等教育大臣、アフマド・エルゴハリ前エジプト日本科学技

術大学学長及びサイード・アハメド・フセイン・アハメド元在エジプト日本大使

館現地職員に対する勲章の発令 

令和４年１１月３日  

在エジプト日本国大使館 
 

 

 １１月３日、日本政府は、以下３名の方に、日本・エジプト間の関係強化及び

友好親善に多大な寄与を行った功績を賞し、日本国天皇陛下から贈られる勲章

の授与を発令しました。 

・ハニー・ヒラール元高等教育大臣 

・アフマド・エルゴハリ前エジプト日本科学技術大学学長 

・サイード・アハメド・フセイン・アハメド元在エジプト日本大使館現地職員 

 

 ハニー・ヒラール氏は、日本・エジプト間の教育分野の協力の先駆けともなっ

たエジプト日本科学技術大学（E-JUST）に設立構想段階から積極的に参画し、平

成21年にはエジプト政府を代表してファイザ・アブルナガ国際協力大臣（当時）

と共に同大学の設立協定に署名しました。また、日本・エジプト首脳間の共同声

明を受けて平成28年に発表されたエジプト・日本教育パートナーシップ（EJEP）

に基づいて日本が実施している様々な教育支援について、教育分野の専門的知

見を活かしながら、多岐にわたる日本のプロジェクトの円滑な形成・実施に貢献

しています。その功績から、旭日重光章を授与されることとなりました。 

ハニー・ヒラール元高等教育大臣 アフマド・エルゴハリ 

前エジプト日本科学技術大学学長 



 

 アフマド・エルゴハリ氏は、約７年にわたって E-JUST の学長を務め、邦人教

員の積極的な受入れや日系企業との連携などにより、E-JUST を高い研究力を誇

る大学として成長させるなど、多大な貢献をしてきました。また、TICAD7 にお

いて日・エジプト首脳会談の機会にアフリカ人留学生を受け入れる計画が発表

されたことを受け、アフリカ人留学生を積極的に受け入れるなど、E-JUST を中

東及びアフリカにおける研究教育拠点としても成長させ、日・エジプト間の教

育・科学技術分野の強化に貢献しています。その功績から、旭日中綬章を授与さ

れることとなりました。 

 

サイード・アハメド氏は、当館の現地職員として 1983 年 8 月 1 日に採用され

て以来、2020 年 2 月 29 日に退職されるまで 36 年 7 か月にわたり大使館に勤務

し、大使館の在外公館活動の安定的な維持運営に多大に貢献しました。その功績

から、瑞宝単光章を受賞されました。 

 

 岡駐エジプト日本大使より、お三方の功績に対して謝意と賛辞を表するとと

もに、大使館職員を含むエジプトの皆様と協働しながら大使館が活動すること

で、教育分野を始めとする諸分野で日・エジプト関係が大きく進展していること

を嬉しく思うとのコメントを出しています。在エジプト日本大使館は、今後とも

日本・エジプト関係の更なる発展のために尽力して参ります。 


